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• 近藤誠司（こんどう せいじ）

• 1981/09/17（男）

【経歴】

• 運用・情シス支援 6年

• アプリケーション開発 1年

• 基盤設計・構築・運用設計 6年

• 運用改善コンサルティング 2年

【趣味】
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電子書籍
プレゼント

視聴中にハッシュタグ「#運用改善の教科
書」を付けて、内容に関するツイート、感想
ツイートをしてくださった方から抽選で3名に
プレゼント。

ご当選者には技術評論社担当から、リプラ
イまたはDMをさせていただき、ギフトコードを
お送りいたします。

またはOSCのアンケートにご回答いただい
た方の中から1名にプレゼントがあります。

■アンケートページのURL：
https://bit.ly/OSC2021Hokkaido_Form

https://bit.ly/OSC2021Hokkaido_Form


システム運用の変化と
運用改善の必要性



システム運用の変化



デジタル化するビジネス



IT 技術の変化とデータとシステムの分離



ITIL4 で説明されるサービス関係モデル



ITIL v3 
プロセス一覧

引用元：

https://www.idearu.info/article/system/itil

ITIL v3の時は分類に
時系列があったよね



ITIL4
プロセス一覧

＜出典：ITIL4＞

引用元：

https://www.sysadmingroup.jp/kh/p18545/

ITIL4の分類は役割ベース
で分けられている感じ

新たに追加されたプラクティス
はアジャイル開発やDevOpsで

必要になりそうな項目

POINT



COBITフレームワークの変遷

COBIT1

監査

COBIT2 COBIT3 COBIT4.0/4.1 COBIT5 COBIT2019

1996 1998 2000 2005/2007 2012 2019

コントロール

マネジメント

ITガバナンス

事業体のITのガバナンス

I&Tガバナンス

参照：COBIT2019によるI&Tガバナンスの図解解説

すべての情報（Information）は企業全体に関わるもの。
情報を扱う技術（Technology）は分離して考えることで
ガバナンスが単純化される考えて更新されました。

POINT

https://www.amazon.co.jp/COBIT2019%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8BI-T%E3%82%AC%E3%83%90%E3%83%8A%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%81%AE%E5%9B%B3%E8%A7%A3%E8%A7%A3%E8%AA%AC-%E6%83%85%E5%A0%B1%E6%88%A6%E7%95%A5%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80-%E4%BA%95%E4%B8%8A%E6%AD%A3%E5%92%8C/dp/4991088216/ref=sxts_sxwds-bia-wc-rsf-lq2a1_0?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&cv_ct_cx=COBIT&dchild=1&keywords=COBIT&pd_rd_i=4991088216&pd_rd_r=19ac3134-b771-4876-998f-07e4aba4773c&pd_rd_w=ZcJXz&pd_rd_wg=qIZaa&pf_rd_p=04b8a79e-f070-461f-8962-c951aa70ff56&pf_rd_r=W51E7NKFESX85P558C0K&psc=1&qid=1620573289&sr=1-1-6ff39e46-9534-4f1b-a455-5c8f232706b2


サービス間でのデータ連携



クラウドサービスとオンプレミスの違い

オンプレミス

クラウド
サービス



システム分類ごとの運用要件の違い

SoE（System of Engagement） SoR（System of Record）

Sol（system of Insight）

求められる変更スピード

運用信頼性

遅い

高い

速い

低い

データ連携

データ連携データ連携



システム分類と関連する項目

システム
分類

目的 主な
ユーザー

主な開発手法 システム基盤 関連するキーワード

SoR
企業のデータ
を記録してお
く

自社社員
（バックオ
フィス社員、
一般社員）

ウォーター
フォール開発

クラウド利用も増えて
いるが、オンプレミス
もまだ多い

バックオフィス、メインフレーム、
オンプレミス、社内業務システム、
バッチ処理、ELT、オフィス業務、

LCDP、RPA

SoE
顧客と企業の
結びつきを強
める

顧客
アジャイル開
発

クラウドを積極的に活
用

クラウドネイティブ、コンテナ技
術、サーバーレス技術、CI/CD、
DevOps、アジャイル開発

SoI

データを分析
して顧客行動
心理に対する
洞察を得る

自社社員
（研究・開
発社員）

アジャイル開
発

小規模の場合はクラウ
ドサービスを活用。一
定以上の規模になると
オンプレミスが多い

ビッグデータ、DWH、データレイ

ク基盤、IoT、AI、データアナリ

ティクス



ITシステムの改善プロセス
S
o
R
領
域
の
運
用
改
善

①運用プロセスの整理/合理化/可視化

②運用業務のデジタル化、ワークフロー化、自動化

③クラウドネイティブでセキュアな組織への変革

④業務のデジタル化/ビジネスデータの分析

⑤デジタルプロダクトによるビジネス開発

S
o
E
,S
o
Iの
ビ
ジ
ネ
ス
開
発

情報システム部門で
行う運用改善は
ひとまず③まで。



デジタル企業は
③までが出来てい
るのが前提になる



運用チームに求められていること



運用改善の目的

分類 概要 運用改善での代表的な施策

資本生産性
保有している機器や設備などの資本が、どれだけ効率的
に成果を生み出したかを定量化したもの

・サービス利用率向上
・サービスやツールと統合/集約

労働生産性
労働者がどれだけ効率的に成果を生み出したかを定量化
したもの

・業務効率化
・メンバーのスキル向上
・経営効率の改善等

全要素生産性
労働や資本を含むすべての要素を投入量として、産出量
との比率を示すもの

・特になし



運用改善のゴール
運用改善のゴールは、継続的に運用改善ができる組織を作ること



まとめ

• モバイル端末の進化、４Ｇやクラウドサービスの浸透によってシステム運用にも変化が
起こっている

• サービス化が進み、データとテクノロジーの分離が進んでいる

• ITILやCOBITといったフレームワークも2019年ごろに一新されている。

• 運用改善で「クラウドネイティブでセキュアな組織への変革」することで、DXレポートで
定義する「デジタル企業」への変革も進む。

• 運用改善の目的は生産性の向上、運用改善のゴールは運用改善を続けることの出
来る組織を作ること。



技術評論社から
絶賛発売中

みんな
買ってね！


